令和６年度　補助金交付申請書に係る記入上の注意

１　補助金の交付対象が、①友愛活動②奉仕活動③地域支え合い・防災・安全活動④若手高齢者組織化・活動支援⑤提案・助言活動⑥学習活動⑦スポーツ・レクリエーション活動⑧サークル活動に限られております。「収支予算書」歳出中の公費補助対象活動経費が、町補助金を上回るよう活動を計画してください。実績において、町補助金を下回る場合は、精算して返還していただくことになります。
なお、次の経費については、町補助金の交付対象となりませんのでご注意願います。
　◎　会員にかかる参加旅費、食糧費等（講師や審判等に対するものは除く。）

　◎　本人負担とすることが適当であるもの（参加賞購入費や史跡等への拝観料等）

　◎　慶弔費等

２　「多賀町単位老人クラブ活動事業費補助金交付申請書」（別記様式第１号）の申請額と「収支予算書」の歳入欄の町補助金は、次の方法で算出して記入してください。

■（別添記入例を参考にしてください。ただし、予算の範囲内での交付となります。）
　　年間を通じて、恒例的かつ計画的に行事を行っている老人クラブで、会員数により下表から抽出した金額に、活動延月数を乗じた額とします。

　※３０人以上の単位老人クラブで、裏面の①～⑧の公費補助対象事業のうち、①②③④⑤の全部またはいずれかの活動を行うクラブは、月額３，１００円、年額３７，２００円の補助金の算定となります。

　　公費補助対象事業内容については、裏面をご参照ください。

	会　員　数
	単位老人クラブ（補助金申請額）

	
	金額
（１年あたり）
	金額
（１ヶ月あたり）
	

	１５人以上２９人以下
	２８，８００円
	２，４００円
	

	３０人以上
	３４，３２０円
	２，８６０円
	①②③④⑤の事業を行なわない場合。

	
	３７，２００円
	３，１００円
	①②③④⑤の事業を行う場合。


３　「事業計画書」の会員数は、令和６年４月１日現在の人数をご記入ください。
４　「収支予算書」の歳入合計と歳出合計が、一致するように計画を立ててください。

５　「多賀町単位老人クラブ活動事業費補助金交付申請書」（別記様式第１号）、「事業計画書」、「収支予算書」を、令和６年４月２０日（木）までに多賀町役場・福祉保健課へご提出ください。

６　その他、不明な点につきましては、多賀町役場・福祉保健課へおたずねください。
	お問い合わせ先　〒５２２－０３４１
滋賀県犬上郡多賀町大字多賀２２１番地１
多賀町総合福祉保健センター「ふれあいの郷」内

多賀町役場　福祉保健課

ＴＥＬ：０７４９－４８－８１１５
ＦＡＸ：０７４９－４８－８１４３
有線（ＦＡＸ）：２－２０２１
E-mail：fukushi@town.taga.lg.jp


《公費補助対象事業》

	№
	事業名
	事業内容

	1 
	友愛活動
	・近隣の寝たきり老人を訪問し、家事援助や話し相手のボランティア活動

・施設入所の高齢者に対する施設行事の支援等
・電話連絡等による安否確認活動

	②
	奉仕活動
	・施設で、車いすの整備等の奉仕活動

・道路清掃・草花植え等の清掃奉仕活動

	③
	地域支え合い・防災・安全活動
	・登下校時の子どもの安全確保のための「子どもの見守り隊」の結成など、子どもを見守る活動

・食育等の次世代育成支援

・環境美化・３Ｒ運動の推進［リデュース（廃棄物処理育成）・リユース（再利用）・リサイクル（再資源化）］
・認知症高齢者や、その家族を支える取り組み

・閉じこもりがちな高齢者を対象とした「ふれあいサロン」の開設など、高齢者の孤立防止

・災害等緊急時に備える高齢者のためのネットワークづくり

・交通安全教室の開催や、ヒヤリマップの普及
・犯罪被害（詐欺・悪徳商法等）を防ぐ情報の提供等

	④
	若手高齢者組織化・
活動支援
	・若年高齢者による組織の設置（委員会・部会等）
・若年高齢者を対象としたサークル・グループ活動の組織化

・若年高齢者および団塊の世代の活力を生かしたボランティア活動のコーディネート等

	⑤
	提案・助言活動
	・地元への活動提案等

	⑥
	学習活動
	・教養講座開催等

	⑦
	スポーツ・レクリエーション活動
	

	⑧
	サークル活動
	


次の経費については、町補助金の対象となりませんのでご注意願います。
◎　会員にかかる参加旅費、食糧費等（講師や審判等に対するものは除く。）

◎　本人負担とすることが適当であるもの（参加賞購入費や神社等への拝観料等）

◎　慶弔費等
